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ＳＤＧｓウオッシュを増やさないために必要なこと





Transforming  our world: the 2030 Agenda for Sustainable Development

我々の世界を変革する： 持続可能な開発のための２０３０アジェンダ

このアジェンダは、人間、地球及び繁
栄のための行動計画である

■４つのP

Ｐｅｏｐｌｅ 人間 Ｐｌａｎｅｔ 地球

Ｐｒｏｓｐｅｒｉｔｙ 繁栄 Ｐｅａｃｅ平和

誰ひとり取り残さない

no one will be left behind

 💡 社会・経済・環境の調和を目指す

・地球環境があってこその社会活動

・その先に成り立つ経済活動

・このままでは土台が危うい

課題どうしが根っこでつながっている

だから統合的に取り組んで解決する



ＳＤＧｓの欠点？ 人権目標がない

■ ２０３０アジェンダのなかで言及（パラグラフ１９）

世界人権宣言及びその他の人権に関する国際文書ならびに国際法の重要性を確認

すべての人の人権と基本的な自由の尊重、保護、促進責任を有することを強調する

■ 実は人権はSDGｓの背骨 表裏一体☚ 表面だけが注目されてしまっている









企業×人権

◎ ビジネスと人権に関する指導原則（２０１１）

◎ 北風 デユーデリジェンスの義務化

英国と豪州の現代奴隷法 フランスＤＤ法 オランダ・児童労働DD法

ドイツDD法（２３年～） ☚ 自主性に委ねる方式の限界例

EUも環境・人権DDの義務化に向かっている

◎ 太陽

ＳＤＧｓ 誰ひとり取り残さない ／ 人権はSDGｓの背骨

ＥＳＧ投資 Ｓのど真ん中は人権 ☚ ＰＲＩ（責任投資原則）





企業×人権

◎ ビジネスと人権に関する国内行動計画（２０１０年１０月）

◎ 残念で弱い日本のNAP
・関係府省庁連絡会議で策定 ☚ 霞が関の課題意識の薄さ、 官邸への忖度

・指導原則の周知とDDの奨励が柱 ☚ 政府の責任は？

◎ でも、最近なんだか耳にするように？
・経済産業省が乗り出した（７月にビジネス・人権政策調整室設置） ☚ ！！！

・週刊東洋経済９月２５日号の特集 SDGsが迫る企業変革 ビジネスと人権

・SDGｓは「人権を重視」 ☚ 人権は背骨 「誰ひとり取り残さない」

・日本でも「人権尊重」が経営課題となり迅速な対応が必要になっている ☚外国人への人権侵害は？

・マニュアル方式で対応していく懸念





💡 斎藤幸平さんからの挑戦状
（大坂市立大経済学部准教授 政治哲学、マルクス経済学）

「人新世の資本論」

■ＳＤＧｓは大衆のアヘン

・マイバッグ、マイボトル、小さなことをやっている満足感が大きな視点をなくす

・必要なのは大量生産、大量消費、大量廃棄からのシステムチェンジ

・利益ありきの企業には本当のＳＤＧｓはできない

・マーケティング、矛盾、宣伝のための宣伝 ←ＳＤＧｓウオッシュ



◎２１世紀は人権の世紀

💡人権は多角的に各層に染み込み、広がっている

■気候変動 ■世代間格差 ■ジェンダーギャップ ■DX

人権の視点から課題を捉えなおすメリット

・今年は児童労働撤廃国際年

https://digital.asahi.com/articles/ASPBM3J4YPBFUKJH00M.html

・コロナでの気づき みなが安全にならない限り、誰も安全ではない

アフリカの１回目ワクチン接種はまだ１割 ☚ 製薬会社は莫大な利益 （生産＋特許権）

・人権理事会決議（１０月８日） クリーンで健康、持続可能な環境は人権

バチェレ国連人権高等弁務官「環境劣化と気候変動は相互に結びついた人権の危機」

４３カ国が賛成 日本は中国、インド、ロシアと共に棄権



未来への責任

■ ネイティブアメリカンは７代先まで考えている

■ ＳＤＧｓは接着剤／世界の共通言語

コロナからのグリーンでより良く回復するための羅針盤

■ 人権尊重を企業の基本的な競争土俵に（レベル・プレイングフィールド）

■ NAPの先を行く 責任あるビジネスと消費を

■ ウオッシュを見抜く

■ ウオッシュをしない／させない ・・・ 仕事や生活のなかで人権を取り込む


